
学長年頭所感
不動産鑑定士合格インタビュー
歯学部交換研修プログラム
海外諸国との活発な交流活動が行われる

1

NEWS LETTER 2020.1 Vol.237

Contents 1
2
3
4

5
6
7
8

第32回明海祭
明海大学あけみ英語村2019
明海スポーツ
オープンキャンパス開催報告

編集・発行

企画広報課

2020年子年の新年を迎えました。明海大学の学生と教職員の皆様、そして同窓

会、教育後援会をはじめ明海大学を支援してくださる多くの皆様に謹んで新年の

ご挨拶を申し上げます。

本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

私たちに課せられた大きな使命で

す。1970年に宮田慶三郎先生が埼玉

県坂戸市に城西歯科大学を開設し、

その後、1988年に浦安キャンパスを

設置してからは宮田侑前理事長（現

相談役）の堅実な指導を受けて、現

在の基礎と発展の礎を築いてきま

した。そして、現在の宮田淳

理事長にバトンタッチされ

てからはアクティビティの

高い、そして速さのある改革

が次々となされています。

今年の４月から、明海大学

浦安キャンパスでは新たな

取り組みが始まります。一つ

は、初年次教育の柱である

「学修の基礎」をキャンパス

のすべての学部学科の学生

を一緒にして、すべての教員

が対応するものとします。浦

安キャンパスに入学した学

生は浦安キャンパスのすべ

ての教職員が育て上げると

いう意識改革です。他大学で

は実行したくてもなかなか

できないことですが、50年の夢の実

現の一つです。二つ目は昨年、不動

産学部３年生が不動産鑑定士試験に

合格し、続いて我が国唯一の不動産

研究センターにて実務修習を受け

て卒業までに不動産鑑定士になる

道筋ができたことを機会に、６学部

８学科に成長した各学部学科並びに

教職課程センターや別科を含めて

教育力の可視化を明確にすること

です。歯学部を筆頭に積極的な自己

実現を図る教育システム改革を実

施します。また、体育会女子バレー

ボール部もさらなる躍進に向けて、

スポーツにおいても自己実現を図

るような指導体制を組みたいと思

います。ホスピタリティ・ツーリズ

ム学部のグローバル・マネジメン

トメジャーも次年度には初めての

卒業生を出します。建学の精神にあ

る国際未来社会で活躍する人材の

育成にさらなる努力をいたします。

浦安キャンパスも坂戸キャンパス

も、とにかく大学として内部質保証

の時代を率先垂範する教育機関で

あり続ける力強さを持って臨みた

いと思います。今年もまた教職員全

員の力を結集するとともに、教職員

一人ひとりが素晴らしい年になる

よう努力します。

明海大学創立50周年を迎えて学長年頭所感

安井利一学長

学長　安井利一

さて、今年は明海大学が創立50周

年を迎える特別な年になります。そ

して東京でのオリンピックとパラ

リンピックが開催されるという記

念すべき年になります。半世紀を生

き抜いてきた明海大学が次の半世

紀をどのように生きていくのかは
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働きながら受験し、実務修習

を受講するというケースがほ

とんどであるが、本学では、

在学中に不動産鑑定士になる

ことをめざす充実したカリキ

ュラムや指導体制のほか、実

務修習認定機関も備えてい

る。

本人にインタビューした

ところ「在学中に合格する

ことを目標として日々勉強

していたので、実現できて

嬉しい。明海大学では、鑑

定・法律・会計・経済などの不動産

鑑定に必要な専門知識を横断的に学

ぶことができ、効果的だった。今後

は不動産鑑定士をめざす後輩の支援

をしたい。また、英語学習にも力を

入れ、RICS（1868年にイギリスで

設立され、土地・不動産・建物分野

において屈指の伝統と権威を誇る国

際的な職業専門家団体）の会員とな

り、世界を視野に入れて今後のキャ

リアを考えたい」と語ってくれた。

明海大学不動産学部は、これから

もきめ細かい学修支援を通じて、高

度職業人を育成していく。

世界を視野に入れたキャリアをめざす不動産鑑定士
合格インタビュー

不動産学科3年生の蓜島三弥さん

が、今年度の不動産鑑定士試験に見

事合格した。

「不動産鑑定士」とは、土地や建

物といった不動産の適正な価値を鑑

定する専門家である。弁護士・公認

会計士と並ぶ文系三大難関資格のひ

とつで、例年の合格率は、１次試験

短答式30％、２次試験論文式15％、

最終合格率５％程度。

蓜島さんは、昨年12月から実務修

習を行い、修了考査に合格すること

によって、晴れて不動産鑑定士にな

ることができる。本学不動産研究セ

ンターは、実務修習認定機関となっ

ているため、蓜島さんは大学の施設

で受講することができる（１年また

は２年間コースがあるが、蓜島さん

は１年間コースを選択）。

不動産鑑定士試験は社会人として

合格証書を手にする蓜島三弥さん

令和元年度に行われた教員採用試

験（令和2年度採用）に、本学の学

生および卒業生12人が合格した。

本学では、1990年から外国語学部

で中学校および高等学校の国語、英

語、中国語の教員免許状を取得する

ことができる教職課程を設置して教

員養成に力を入れ、多くの優れた教

員を社会に送り出してきた。こうし

た取り組みをさらに推進するため、

2016年に「教職課程センター」を設

置、2018年には同センターをリニュ

ーアルし、免許状の取得に必要とな

る教職課程の履修、教育実習、教員

採用試験、赴任後に求め

られる授業実践力など、

教職に関するさまざまな

課題をトータルにサポー

トしている。センターの

設置から４年、本学の教

員採用試験の合格者数は

着実に伸びており、教員

をめざす学生の夢を強力

にバックアップしてい

る。

千葉県教員採用試験の中学校・高

等学校（英語）に合格した佐藤みゆ

きさん（英米語学科４年）からは

「私は教員採用試験を通して２つの

ことを学んだ。一つ目は、自分に合

った勉強法を見つけることの大切さ

で、勉強の効率が上がり、無駄な時

間がなくなった。二つ目は、切磋琢

磨し合える仲間の大切さで、一緒に

勉強を頑張る仲間がいるからこそ、

辛い期間も乗り越えられたと思う。

常にサポートしてくださった先生方

への感謝の気持ちを忘れずに４月か

ら頑張りたい」と、喜びの感想が聞

かれた。

明海大学は、今後も優秀な教員を

社会に送るための努力を続けてい

く。
教職課程センターでは学生が教員にいつでも
相談できる環境を整備

令和元年度教員採用試験（令和2年度採用）に12人が合格！教 員 採 用
試 験 結 果



坂戸キャンパスでは、26日に「『年

だから…』って思ってませんか？－

早く見つける脳の病気－」をテーマ

に開催し、約190人が参加した。講師

として、さっぽろ神経内科病院の川

島淳副院長を招へいし、脳神経内科

の役割や、身体のさまざまな不調と

神経難病の関係性、特にパーキンソ

ン病について、具体的な症例を交え

ながら分かりやすい説明があった。

質疑応答では、参加者から出た身

体の不調や悩み、受診の際の心構え

などのさまざまな質問に対し、ひと

つひとつ丁寧な回答がなされ、参加

者からは「適切な指導を受けるため

には、患者自身もある程度予備知識

を持つことが大切だと感じた」とい

った声が聞かれた。

浦安キャンパスでは、27日に「健康

長寿のためのカラダづくりと健口づ

くり」をテーマに開催し、約120人が

参加した。講師は、保健医療学部の星

合愛子講師、山村有希子講師と

RIZAP株式会社の盛一紗季氏が務め

た。星合講師と山村講師は「高齢者の

口のフレイル（虚弱）を防ごう！」を

テーマに講演。口のフレイルとは、口

腔機能の軽微な低下や食の偏りなど

を含む身体の衰えのひとつで、これ
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歯 学 部 交 換
研修プログラム 中国・北京大学口腔医学院の研修生が来学

2019年度公開講座
本学では地域社会との交流を目的として、社会の関心が高く本学教員

の研究領域とも関連する分野を中心に公開講座を開催している。今年度
は10月に、坂戸・浦安の両キャンパスで健康関連の講座を開催した。

歯学部では「国際的な歯科医師を

育成する環境」を整え、海外協定校と

の相互交流に力を入れている。中で

も、交換研修プログラムはその大き

な特色のひとつであり、在学中に諸

外国の歯科医学の現状を学ぶことが

できる奨学海外研修制度を設けると

ともに、研修に参加した学生が海外

から研修生を迎え入れることで、継

続的かつ相互的な交流が実現できる

プログラムとなっている。

同プログラムの一環として、11月

14日から16日にかけて、中国の北京

大学口腔医学院から研修生６人と歯

科専門看護師４人、インストラクタ

ー１人を受け入れた。研修生らは15

日に坂戸キャンパスを訪れ、草間薫

歯学部長と歓談後、本学教員による

を予防することは健康長寿と密接に

関わっていると説明した。盛一氏か

らは「明日から実践できる！RIZAP

トレーナーによるウェルネスセミナ

ー」をテーマに、健康に重要な食事・

運動・生活習慣などについて講演が

なされた。また、自宅で簡単にできる

エクササイズについて、実践も交え

て紹介。参加者からは「オーラルフレ

イルの重要性を再確認できた」「健康

のための運動・食事について、新し

い発見があった」などの感想が寄せ

られた。

講義を受講し、付

属病院の見学を

行った。昼食時に

は歓迎パーティ

ーが開催され、研

修生と本学学生

が互いに写真を

撮り合うなど、和

やかに交流する

姿がみられた。な

お、研修生らの世話役は、昨年の８月

に北京大学口腔医学院での海外研修

に参加した本学在学生５人が務めて

おり、互いの国の歯科事情について

情報交換する姿も多くみられた。ま

た、同日夕刻には理事長主催歓迎会

が執り行われ、研修生は日本伝統の

ハッピ姿で寿司作りを体験し、会場

は大いに盛り上がった。

研修生からは「明海大学は中国で

よく知られている大学。付属病院で

見学した医療サービスの質の高さと

先端技術はとても素晴らしかった」

「私たちの交流が今後も続くことを

信じている」といった声が聞かれ、実

り多い研修となった。

活発な質疑応答が行われた川島氏の講
演

すぐ実践できるエクササイズが好評だ
った盛一氏の講演

本学学生と活発な交流を図った北京大学口腔医学院の研修生ら

坂戸キャンパス

浦安キャンパス
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11月上旬、浦安キャンパスに海外

からお客様が訪れる機会が続き、授

業での講演や学生との交流が活発に

行われた。６日には台湾の逢甲大学

建築学部土地管理学科の学生と教員

約30人が研修に訪れ、不動産学部教

員による講義を受講。12日には南ア

フリカ共和国のルーズランド大学か

ら学長と副学長が来学し、ホスピタ

リティ・ツーリズム学部（以下、HT

学部）の学生に対して特別講義を行

った。14日にはインドネシアのチプ

トラ大学から学生28人が訪れ、HT学

部グローバル・マネジメント メジ

ャーの学生と交流を行ったほか、同

日午後にはスロバキア共和国から駐

日特命全権大使がHT学部の授業「プ

レゼミ」での特別講演のために訪問

した。

スロバキア共和国の

マリアーン・トマーシ

ク駐日特命全権大使の

講演は、2019年４月に

本学とスロバキアオリ

ンピック委員会、浦安

市、公益財団法人日本

オリンピック委員会が

東京2020オリンピック

競技大会期間中のキャ

ンプ実施に関する覚書

を締結したことを縁に

実現。大使からは、大会期間中に本学

グラウンドなどの施設でスロバキア

選手団がキャンプを実施する前に、

スロバキア共和国の概要やスロバキ

ア共和国とEU（ヨーロッパ連合）に

ついて、スロバキア共和国と日本の

関係などについて話があった。

学生からは「スロバキア共和国に

ついてあまり詳しく知らなかった

が、大使から直接紹介していただき、

興味深く話を聞くことができた」「オ

リンピックまでに、大使が紹介して

いた場所に行ってみたいと思う」な

どの感想があり、最後に学生代表か

ら大使へ花束贈呈が行われた。また、

講義のあとには大使と安井利一学

長、内苑孝美HT学部長らと懇談。大

使からはスロバキア選手団への協力

に対して、感謝の言葉をいただいた。

本学では、建学の精神に基づき国

際性を養うべく、今後も積極的に国

際交流を推進していく。マリアーン・トマーシク駐日スロバキア共和国特命全権大使

海外諸国との活発な交流活動が行われる

ブライダルコーディネーターとし

ての基礎を学ぶ、ホスピタリティ・

ツーリズム学部の授業科目「ホスピ

タリティ・ツーリズム産業研究H

（ブライダルⅡ）」（担当：村田順子講

師）で、世界的ブライダルデザイナー

の桂由美氏が講演を行った。日本初

のブライダルデザイナーとして歩ん

できた55年間について、ブライダル

デザイナーをめざしたきっかけか

ら、日本におけるウエディングドレ

スを取り巻く時代の変化、自身のブ

ランドの海外進出や海外でのブライ

ダルショーの成功など、今日に至る

までの体験について話があった。

講演の最後には学生からさまざま

な質問があり「大学生のうちにやっ

ておくべきことは」という質問に対

して、外国語学習の大切さ、人脈を広

げることの大切さに触れたうえで、

「美しいもの、素晴らしいものをたく

さん見て感性を磨き、自分を育てて

ほしい」とメッセージを送った。受講

した学生からは「世界で活躍する先

生から直接話が聞けて、貴重な体験

だった」などの感想があった。

世界的ブライダルデザイナー桂由美氏が講演

桂由美氏を囲んで
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浦安キャンパス学園祭「明海祭」が

11月２日、３日の２日間にわたり開

催された。今回のテーマ「Feel it」に

は、「来場者の方々に普段とは違う明

海大学を感じてもらいたい」「在学生

にまだ知らないキャンパスライフが

あることを五感で感じてほしい」と

いう思いが込められている。

屋外ステージでは吹奏楽部、軽音

楽部、ジャズオーケストラ部などに

よる演奏が披露され、大きな盛り上

がりを見せた。また、留学生連合会に

よる各国料理の販売や文科系サーク

ルの展示・発表など、まさに五感を

すべて使って楽しむことができるイ

ベントとなった。

浦安キャンパスの丘の上に広がる

芝生には、グランピングなどで使用

する大きなテントとハンモックが置

かれ、近隣住民によるフリーマーケ

ットが開かれた。夕方からはテント

を使ってアウトドアシネマが上映さ

れるなど、これまでの学園祭とは一

味違うフォトジェニックな雰囲気を

見事に作り出していた。

また、千葉のFMラジオ局bayfmの

人気番組『あしたの音楽』『KUSU

KUSU』とのコラボ企画として、本学

卒業生のアーティスト指田フミヤ、

祭nine.によるコラボライブや、イワ

イガワ、石出奈々子、ペッパーボーイ

ズによるお笑いライブが連日催さ

れ、会場は熱気に包まれていた。

学園祭を終えて、学園祭実行委員

長の橋本和海さん（HT学科２年）

は、「これまでにない学園祭をめざし

て準備する中で、携わっていただい

た地域の方々や企業の方々には本当

にお世話になった。また、参加団体の

皆さま、ご来場いただいた皆さま、す

べてに感謝の気持ちでいっぱいだ」

と話した。

キャンパス内の芝生がくつろぎの空間に

浦安キャンパス

第32回明海祭

足立区との連携協定に基づく区民

講座として「小・中学校の英語教材

で学ぶ大人の初級英会話講座」と「外

国人おもてなし語学ボランティア

ブラッシュアップ講座」を足立区立

梅島小学校で開催した。

教職課程セン

ター・地域学校

教育センターの

百瀬美帆准教授、

複言語・複文化

教育センターの

パトリツィア・

ハヤシ教授とタ

イソン・ロード

准教授が講師を

務め、英米語学科

３年の白井萌さ

んと内藤卓さん

が学生アシスタントとして活躍。

ブラッシュアップ講座は上級者向

けということもあり、３〜４人の小

グループで「足立区のお薦めの場所」

について流ちょうな英語でプレゼン

テーションを披露する様子が見られ

た。

参加者からは「ひとつの課題につ

いて話し合って解決することが面白

くてやる気が出た。ぜひまた参加し

たい」「グループワークなどで自然と

英語を話す機会が多くとても勉強に

なる」「この講座を通して、英語でお

もてなしをするという同じ目標をも

つ新しい友達ができた」などの感想

が聞かれた。

明海大学では、今後もさまざまな

テーマで一般市民向けの講座を開設

することで地域貢献を行っていく。講座の様子

英語講座を開講足立区民対象
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10月31日、浦安キャンパスで、足

立区との教育連携事業の一環として

「明海大学あけみ英語村2019〜小学

生異文化交流プロジェクト〜」を開

催し、足立区立花畑小学校４年生約

60人と外国人留学生・日本人学生約

120人が、ハロウィンを英語で学ぶ

体験や外国人留学生の母国の遊びを

一緒に楽しむなど、異文化理解やコ

ミュニケーションを図った。

ギリシャ出身の外国人留学生から

母国の遊びとして紹介された「ハゥ

タポドキニギド」は日本の鬼ごっこ

に似ている。約10メートル離れた反

対側のエリアに逃げるが、その間に

は「タコ（鬼）」がおり、タッチさ

れると「タコの足」になる。タコの

足は、動くことはできないが、近く

に来た者を捕まえることができ、最

「明海大学あけみ英語村2019～小学生異文化交流プロジェクト～」を開催

後のひとりになるまで捕まらなかっ

た者が勝ちという遊びで、大人数で

楽しむことができる。

最初、子どもたちは緊張した様子

だったが、すぐに

打ち解け、最後に

は「学校で勉強し

た英語が通じてう

れしかった！」

「もっとしゃべれ

るようになりた

い！」「日本の遊

びと似ている外国

の遊びもあり、楽

しかった！」など

のコメントを寄せ

た。

さらに、11月28日には、足立区立

中島根小学校６年生約80人と外国人

留学生・日本人学生約100人が、ネ

イティブ教員と学生によるコミュニ

ケーション・アクティビティや外国

人留学生の母国の遊びを一緒に楽し

むなどの活動を行った。

足立区とは、これまでにも本学外

国人留学生と小・中学生との交流会

を継続的に開催し、生徒たちの英語

学習に対する興味関心を高めるとと

もに、異文化理解を深めるなど、高

い教育成果を挙げてきた。

明海大学は、今後も足立区と連携

したさまざまな取り組みを通じて、

地域学校教育やグローバル人材の育

成にも貢献していく。

ハロウィンを英語で学ぶ体験の様子

英語で自己紹介する児童たち

OneDayセミナーOneDayセミナー

場所：明海大学浦安キャンパス お問い合わせ／企画広報課　TEL:047-355-1101

3月22日（日） 外国語/ホスピタリティ・ツーリズム/保健医療学部

要予約

詳細は本学公式HPをご覧ください。（http://www.meikai.ac.jp）
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女子バレーボール部は2019年４月

に創部し、春から関東大学バレーボ

ールリーグに参戦している。

９月22日から10月27日にかけて行

われた「2019年度関東大学バレーボ

ール秋季リーグ」女子７部Bでは、１

試合目から圧倒的な強さをみせる

と、１セットも落とすことなく全５

試合ストレートで勝利を収めた。迎

えた順位決定戦では、同リーグ女子

７部Aで首位となった東京立正短期

大学と対戦。両者一歩も引かない接

戦のなか、第１セットを23-25で落と

すと、続く第２セットでは、粘りのあ

るプレーを見せるも25-27で惜しく

も敗れた。この結果、本学は７部で２

位となり、2020年度春季リーグ６部

昇格を決めた。

今回の結果を受け、森野みさき選

7

明海スポーツ 輝かしい戦績を残す！
体育会公式ホームページ　http://meikai-sports.jp

手（日本語学科１

年）は、「チームの

コミュニケーショ

ン不足で失点に繋

がることがあった

ので、次年度に向

けて改善していき

たい。そして、春の

リーグでは全勝し

て５部昇格を決め

たい」と次年度へ

の意気込みを語っ

た。

【秋季リーグ（女子7部B）試合結果】
第1日9/22（日）VS 共立女子大学25-3、25-12　VS 芝浦工業大学25-7、25-7

第2日9/29（日）VS 横浜市立大学25-7、25-17　VS 聖心女子大学25-5、25-8

第3日10/6（日）VS 東京家政大学25-15、25-18

順位決定戦10/27（日）VS 東京立正短期大学23-25、25-27

体育会女子バレーボール部

2020年度関東大学バレーボール春季リーグ6部昇格決定！

体育会女子バレーボール部

体育会空手道部

第62回関東大学空手道選手権大会で女子団体組手３位入賞！
10月27日、東洋大学総合スポーツ

センターで開催された「第62回関東

大学空手道選手権大会」で、空手道

部女子が団体組手３位の好成績を収

めた。同大会の団体組手で本学空手

道部女子が入賞するのは初めての

こと。

台風の影響で、当初の予定から日

程や会場が変更され、無観客試合と

なった今大会。例年の雰囲気とは異

なる中、本学は１回戦を不戦勝で駒

を進めると、２回戦で山梨学院大学、

３回戦では駒澤大学と対戦し、それ

ぞれ２-１で勝利。勢いに乗ったまま

挑んだ準決勝では、帝京大学に０-２

で敗れたものの、堂々の３位入賞を

果たした。また、今

大会で鈴木更彩選

手（経済学科２年）

が優秀選手賞を受

賞した。鈴木選手

は、「個人での受賞

は大学では初めて

なので嬉しい。チ

ームの雰囲気が良

く、一丸となって

試合に挑めたこと

や、勝負所で勝て

たことが今回の結果に繋がったと思

う」と喜びを語った。

体育会空手道部女子



坂戸キャンパスでは、11月17日に

オープンキャンパスを開催。毎年こ

の時期は一般入試対策講座に特化

したプログラムを実施しており、受

験する予定の高校生が多く訪れる。

当日は、河合塾の現役講師による英

語と数学の対策講座が行われ、受験

生はもちろん保護者も熱心に聞き

入る様子が見られた。
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浦安キャンパスでは、10月27日に

本年度最後のオープンキャンパス

が開催された。

すでにAO入試が始まっているこ

ともあり、代々木ゼミナールの現役

講師が講義を行う『AO入試対策講

座（面接編）』と本学のAO入試独自

の科目『理解力診断』の対策講座に

は多くの来場があった。また、高校

2020年度入試日程 詳細は必ず入学試験要項をご確認ください。資料請求は本学公式HPから。
http://www.meikai.ac.jp

２年生の来場も年々増えてきてお

り、３年生に進級する前に気になる

大学をチェックする傾向が強まっ

ている。

今後は、入試相談会やワンデイセ

ミナーといった小規模かつターゲ

ットを絞ったイベントが中心とな

る。ほかにも平日に教員との個別相

談を受け付けるなど、受験生のニー

ズに応えるプログラムを用意して

いる。

浦安キャンパス 坂戸キャンパス

入試区分 出願期間 試験日 合格発表日
AO入試 3月期 2/25（火）～3/5（木） 3/15（日） 3/16（月）

一般入試

統一試験 1/6（月）～1/17（金） 2/1（土） 2/7（金）
A方式
(GMM以外）

1/6（月）～1/17（金）
2/2（日）・3（月） 2/7（金）

A方式
(GMM）

1次 2/2（日）・3（月） 2/7（金）
2次 2/12（水） 2/17（月）

B方式
(GMM以外）

2/5（水）～2/18（火）
3/1（日）・2（月） 3/6（金）

B方式
(GMM）

1次 3/1（日）・2（月） 3/6（金）
2次 3/11（水） 3/13（金）

大学入試
センター試験
利用入試
(GMM以外）

A方式 1/6（月）～1/17（金）
1/18（土）
・19（日）
（大学入試セ
ンター試験）

2/3（月）
保健医療学部
のみ面接試験

2/7（金）

B方式 2/5（水）～2/18（火）
3/2（月）
保健医療学部
のみ面接試験

3/6（金）

C方式 2/25（火）～3/5（木）
3/15（日）
保健医療学部
のみ面接試験

3/16（月）

大学入試
センター試験
利用入試
(GMM）

A方式 1/6（月）～1/17（金） 1次 1/18（土）・19（日）
（大学入試センター試験） 2/7（金）

2次 2/12（水） 2/17（月）

B方式 2/5（水）～2/18（火） 1次 1/18（土）・19（日）
（大学入試センター試験） 3/6（金）

2次 3/11（水） 3/13（金）

■浦安キャンパス 外国語学部/経済学部/不動産学部/ホスピタリティ・ツーリズム学部/保健医療学部
入試区分 出願期間 試験日 合格発表日

大学入試
センター試験
利用入試
(GMM）

C方式 2/25（火）～3/5（木）
1次 1/18（土）・19（日）

（大学入試センター試験） 3/13（金）

2次 3/17（火） 3/19（木）
※GMM：グローバル・マネジメント メジャー
■お問い合わせ 浦安キャンパス入試事務室 TEL 047-355-5116

■坂戸キャンパス 歯学部 
入試区分 出願期間 試験日 合格発表日

AO入試 3月期 3/6（金）～3/12（木） 3/17（火） 3/24（火）

一般入試
A日程 1/8（水）～1/21（火） 1/26（日） 1/30（木）
B日程 2/17（月）～2/25（火） 2/29（土） 3/5（木）

一般入試
（センタープラス方式）

A日程 1/8（水）～1/21（火） 1/26（日） 2/7（金）
B日程 2/17（月）～2/25（火） 2/29（土） 3/5（木）

大学入試センター
試験利用入試

A日程 1/8（水）～1/21（火）
1/18（土）
・19（日）
（大学入試セ
ンター試験）

1/26（日）
面接試験 2/7（金）

B日程 2/17（月）～2/25（火） 2/29（土）
面接試験 3/5（木）

C日程 3/6（金）～3/12（木） 3/17（火）
面接試験 3/24（火）

 ■お問い合わせ 歯学部入試事務室 TEL 049-279-2852

入試対策イベントが盛況
浦安キャンパス

一般入試に向けて
坂戸キャンパス

オープンキャンパス開催報告


